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中国の高度成長のゆくえを考える
ための試みとして、本書ではさまざまな特徴を備えた産業八業種のケーススタディを行った。本書が特に注目するのは、今日、中国の産業 、量的拡大の加速に伴って、顕著な質的変化を経験しつつあるという事実である。 本書ではこれらの変化を 「産業の高度化」というキーワードで捉えることにした。「高度化」という概念には、大きく分けて二つの意味合いがあると考えられる。第一に、一国単位でみた産業構造の 「高度化」 であり、 第二に個別の産業レベルの「高度化」である。産業構造の「高度化」 は、資本集約度や技術集約度が相対的 高い産業が急速な成長を遂げ、経済全体のなかでの比重を上昇させ ゆくことを指す。一方、個別の産業レベ
ルの 「高度化」 は、産業を構成する各企業の資本蓄積や技術力の向上、あるいは集中度の上昇や集積の形成などの産業組織の再編によって 製品の高付加価値化や、開発・生産・流通の各段階の効率化が進み、産業全体の付加価値産出能力が向上してゆくことを意味する。今日 中国の産業発展で最大 特徴は、 資本集約的技術集約的なリーディング・インダストリーの成長による産業構造の高度化と従来型の産業 含む広汎な種類の産業レベル 高度化が同時並行的に進展しつつあるという点にあ
本書では資本集約的・技術集約的
なリーディング・インダストリーの代表例として、 携帯電話端末産業（第一章） 、 自動車産業 ・ 自動車部品産業 （第二 ・ 四章） 、 および鉄鋼業 （第三章） 、従来型の産業の代表例として、 アパレル産業 （第五 雑貨産業 （第六章） 、 およびビール産業 （第七章） を取り上げた。これに加えて本書では、広大な空間を擁する中国で製品を効率的に移させるという、製造業の高度化に不可欠なサービスを提供する物流業のケースを取り上げている （第八章） 。
これらの異なるタイプの産業にお
ける高度化のメカニズムを解明するにあたって、本書では中国国内市場の役割にとりわけ注目してい 。資本集約的・技術集約的産業の高度化の場合、中国市場の規模 大きさが当該産業における前方連関効果と後方連関効果を誘発した。自動車や携帯電話産業などは当初いずれも産業
政策による手厚い支援の下で、合弁企業がほとんど海外から調達した部品を完成品 組み立てるという事業形態で出発している。こうした状況を転換する契機となったのは、国内市場の成長 ある。国内の需要規模が一定水準に達すれば、拡大する需要への即応性や規模の経済性の観点からみて、現地生産の拡充 外資企業にとって十分に合理的な選択となる。現地での完成品生産規模が大きくなるほど、 完成品生産地点 部品 ・原材料を供給する必要性が高まる。完成品産業の成長の後方連関効果よって部品・原材料産業 集積が進めば、それが完成品産業 一層 成長を誘発するという前方連関効果が働く。中国では、ＷＴＯ加盟を果たした二〇〇一年前後から、所得水準の上昇を背景として、市場の 長と産業の発展の好循環が加速度的に機能し始めたのである。外資企業やその合弁パートナー 国有企業などの主力メーカーに主導された資本集約的・技術集約的産業の成長は、さらに思わぬスピルオ バー効果をもたらしている。 現地の新興民間企業は、主力企業の育てたサプライヤ からの調達や、人材のヘッドハントなどの手段を活用する一方、主力メーカーの拾いきれないローエン 市場やミドルエンド市場 ターゲットを絞ることで、飛躍的な成長を実現してきたのである。
アパレル、雑貨などの従来型産業
では技術が成熟しているため、製造
プロセスで高度化を進める余地は、相対的に限られている。これらの産業の高度化の中心となるのは、市場と生産をつなぐ流通機能である。ここでも中国特有の市場規模と需要の多様性は、きわめて大きな意味を持つ。中国 はこうした軽工業製品の流通の大部分 有形の取引空間である「
市いち
場ば
」を中軸として行われて
いる。なかでもきわだって重要 役割を果たしているのは、特定 製品分野に特化した産地に立地する、 「専業
市し
場じょう
」である。専業市場は多く
の場合、地元政府の主導によって開設され、域内外の多数の商人が参加する取引という形をとって地場製品の販売、原材料の供給、情報 伝達などが行われ、完全競争 近い取引を円滑に実現するため 舞台としての役割を果たしてきた。近年、アパレルや雑貨に加えて 機械や素材電子製品など広汎な製品分野でもそれぞれの製品に特化した「
市いち
場ば
」
を通じた取引が行われている。こらの製品分野ではいずれも、 の種類がきわめて細分化されているうえ、中国特有の巨大なローエンド需要の存在と参入障壁の低さゆえに、多数の生産者が競争する分散的 産業組織が形成されている。このような状況の下では 「市場」は生産者と需要者の間の関係を効率的にコーディネートする舞台として、重要な役割を発揮している。
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